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新世代ネットワーク等の重点研究開発課題新世代ネットワ ク等の重点研究開発課題
の推進について

～ＵＮＳ研究開発戦略プログラムⅡ～

平成２０年５月２９日平成 年 月 日

総務省情報通信政策局

技 術 政 策 課



背 景

情報通信審議会における審議について

○ICT産業は、我が国の経済成長の原動力であるとともに、高度で多様なサービスが国民生活を向上

○成長するグローバル市場において 我が国の競争力は必ずしも高くない状況

背 景

○我が国は、人口減少社会を迎え、これまでの経済成長モデルの限界に直面

○e-Japan計画等政府の取組や企業間競争により、我が国は世界で最も安価で速いブロードバンド環境が実現
○成長するグローバル市場において、我が国の競争力は必ずしも高くない状況

ICT国際競争力強化プログラム（平成19年5月22日）

・ICT国際競争力会議の設置
・ユビキタス特区の創設
・ｼﾞｬﾊﾟﾝ･ｲﾆｼｱﾃｨﾌﾞ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの
推進

基本プログラム 個別プログラム

・ICT研究開発強化プログラム
・ICT標準化強化プログラム
・ICT知的財産強化プログラム

○基礎的研究開発の戦略的推進

○「ICT国際標準化戦略マップ」の整備

○標準化団体の活動強化・相互連携等

・ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑの開発・整備 等 ・ICT人材育成プログラム
・ソフトパワー強化プログラム 等

○ 「ICT知的財産強化戦略」の策定 等

① 平成19年8月２日に情報通信審議会に諮問

国際競争力強化のための研究開発及び標準化戦略を審議

②中長期に渡り国際競争力を強化する観点から 主に研究開発 標準化に関する具体的推進方策を検討②中長期に渡り国際競争力を強化する観点から、主に研究開発、標準化に関する具体的推進方策を検討

○研究開発課題と目標を明確化した研究開発ロードマップ

○標準化重点分野を明確化した標準化ロードマップ

○国際競争力強化のための研究開発・標準化推進方策

研究開発戦略

国際標準化戦略
主な審議事項
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○国際競争力強化 ため 研究開発 標準化推進方策

③平成２０年４月２５日～５月２６日パブリックコメント募集（平成２０年６月答申予定）



研究開発・標準化戦略委員会 構成員

委員 酒井 善則 東京工業大学大学院 理工学研究科 教授

委員 土井 美和子 (株)東芝 研究開発センター 技監

委員 伊東 晋 東京理科大学 理工学部 教授

委員 高畑 文雄 早稲田大学 理工学術院 教授

（ 主 査 ）

（主査代理）

委員 高畑 文雄 早稲田大学 理工学術院 教授

専門委員 相澤 清晴 東京大学大学院 情報理工学系研究科 教授

専門委員 青山 友紀 慶応義塾大学 教授

専門委員 稲田 修一 （独）情報通信研究機構 理事

専門委員 井上 友二 （社）情報通信技術委員会 理事長

（主査代理）

専門委員 井上 友二 （社）情報通信技術委員会 理事長

専門委員 江﨑 浩 東京大学大学院 情報理工学系研究科 教授

専門委員 大柴 小枝子 京都工芸繊維大学大学院 工芸科学研究科 准教授

専門委員 大須賀美恵子 大阪工業大学 工学部生体医工学科 教授

専門委員 冲中 秀夫 KDDI（株） 執行役員 技術渉外室長専門委員 冲中 秀夫 KDDI（株） 執行役員 技術渉外室長

専門委員 國尾 武光 日本電気（株） 執行役員 兼 中央研究所長

専門委員 資宗 克行 情報通信ネットワーク産業協会 専務理事

専門委員 高田 潤一 東京工業大学大学院 国際開発工学専攻 教授

専門委員 谷岡 健吉 本放送協会 技術研究所所長専門委員 谷岡 健吉 日本放送協会 技術研究所所長

専門委員 津賀 一宏 松下電器産業(株）役員 デジタルネットワーク・ソフトウエア技術担当

専門委員 津田 俊隆 （株）富士通研究所 常務取締役

専門委員 長谷山 美紀 北海道大学大学院 情報科学研究科 教授

専門委員 花澤 隆 日本電信電話（株） 取締役 研究企画部門長

専門委員 平松 幸男 大阪工業大学大学院 知的財産研究科 教授

専門委員 福永 泰 （株）日立製作所 理事 中央研究所 所長

専門委員 村山 優子 岩手県立大学 ソフトウエア情報学部 教授
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専門委員 室田 和昭 三菱電機（株） 通信システム事業本部 技師長

専門委員 若尾 正義 （社）電波産業会 専務理事

※敬称略
（計２５名）



『領域』と『研究開発分野』

①「UNS戦略プ グラム （平成17年7月策定）を見直し 新たに「UNS研究開発戦略プ グラムII として策定①「UNS戦略プログラム」（平成17年7月策定）を見直し、新たに「UNS研究開発戦略プログラムII」として策定。
②「UNS研究開発戦略プログラムⅡ」の領域、研究開発分野は「UNS戦略プログラム」を基礎とし、研究開発分野として
新たに「地球環境保全（地球温暖化対策技術）」を追加。

ネットワーク基盤ネットワーク基盤

３つの領域と１１の研究開発分野

新新ICTICTパラダイム創出パラダイム創出

超臨場感コミュニケーション超臨場感コミュニケーション

スーパーコミュニケーションスーパーコミュニケーション

ユビキタスモビリティユビキタスモビリティ

UUniversalniversal CommunicationsCommunications
（ユニバーサルコミュニケーション領域）（ユニバーサルコミュニケーション領域）

NNew Generation ew Generation NetworksNetworks
（新世代ネットワーク領域）（新世代ネットワーク領域）

新新ICTICTパラダイム創出パラダイム創出ス パ コミュニケ ションス パ コミュニケ ション

ユビキタスプラットフォ ムユビキタスプラットフォ ム

SSecurity and ecurity and SafetySafety
（（ICTICT安心安全領域）安心安全領域）

高度コンテンツ創造・分析・流通高度コンテンツ創造・分析・流通
ユビキタスプラットフォームユビキタスプラットフォーム

センシング・ユビキタス時空基盤センシング・ユビキタス時空基盤

セキュアネットワークセキュアネットワークユビキタス＆ユニバーサルタウンユビキタス＆ユニバーサルタウン
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地球環境保全（地球温暖化対策技術）地球環境保全（地球温暖化対策技術）



① 研究開発分野における研究開発課題毎に 研究開発目標 我が国の研究開発水準 将来の市場規模等について分析

『重点研究開発課題』

① 研究開発分野における研究開発課題毎に、研究開発目標、我が国の研究開発水準、将来の市場規模等について分析。
② ①の分析に基づき、我が国が今後重点的に取り組んでいく研究開発課題（重点研究開発課題）を１７課題抽出。
③ ②の１７課題から、政府が今後一層重点的に取り組むべき研究開発課題を８課題抽出。

重点研究開発課題（案）重点研究開発課題（案）
政府が今後一層重点的に取り組む
べき研究開発課題（案）

フォトニックネットワーク技術

新世代ネットワーク技術

フォトニックネットワーク技術

電波資源の開発技術

我が国の国際競争
力強化のための重点
研究開発課題

ナノ・バイオＩＣＴネットワーク技術

脳情報インタフェース技術

電波資源の開発技術

次世代移動通信システム技術

ナノ・バイオICTネットワーク技術

脳情報インタフェース技術
立体映像技術

基準１．将来大きい市場規模が
見込める技術であるか

基準２．我が国が競争力を有す
る技術であるか

脳情報インタフェース技術

ユビキタスサービスプラットフォーム技術

音声翻訳技術

超高精細映像技術

非常時衛星・地上通信技術

ネットワークロボット技術

環境センシング技術

地球温暖化への対
処も含め、我が国の
社会 生活基盤 充

コンテンツ信頼性分析技術

立体映像技術

ネットワ クロボット技術

超高精細映像技術 環境センシング技術

エコエネルギーマネジメントシステム

社会・生活基盤の充
実のための重点研究
開発課題

基準３．生活や社会を守る技術
であるか

・リスクが高い
・独創性が高く 社会に与えるインパクトが高い

非常時衛星・地上通信技術

情報セキュリティ技術

環境センシング技術

ネットワークロボット技術

であるか 独創性が高く、社会に与えるインパクトが高い
（革新的技術）
・これまで以上に研究資金の拡充が必要

4

環境センシング技術

電磁環境保護技術

エコエネルギーマネジメントシステム



重点研究開発課題のロードマップ及び推進方策（例） ネットワーク基盤

ネットワーク基盤とはネットワ ク基盤とは

○次世代バックボーン技術 ○次世代ＩＰネットワーク技術

ネットワークへの多彩なユーザニーズに柔軟に対応するために、有線・無線を統合したアクセスネットワークとペタビットクラ
スのコアネットワークを高信頼・高品質で提供しつつ、統合的に運用するためのネットワーク構築技術及び制御技術を実現。

○次世代バックボーン技術 ○次世代ＩＰネットワーク技術

○新世代ネットワーク技術 ○フォトニックネットワーク技術

重点研究開発課題と推進方策重点研究開発課題と推進方策

現在のネットワークの品質やセキュリティ等の諸問題を、既存技術の延長ではない
新たなアプローチで解決するためのネットワークの基本設計を行う研究開発等

新世代ネットワーク技術
①将来のネットワークの最も根幹を成す技術。
②諸外国も含めて研究開発は初期段階。
③市場創成までの期間が長い等リスクが極めて高い。

相手先との通信条件(速度・品質等)をユーザが主体的に選択しながら高速大容量
通信できる、新世代の超高速フォトニックネットワークを実現するための技術

フォトニックネットワーク技術

推進方策

③ 長

新世代をも含めた将来のネットワークを支える基盤的
な技術

①異分野も含め、様々な関係者が集って情報交換・交流等することが有効。「新世代ネットワーク推進フォーラム」を十分に活用。
②学術性と実利性のバランス等の観点から独立行政法人であるＮＩＣＴの役割はきわめて重要。
③将来の成果展開をも見据えて、欧米の研究開発プロジェクトや研究機関・大学等と積極的に連携を図っていくことが適当。

推進方策

新世代ネットワーク

2010 202520202015
全光ルータの

2010 202520202015

重点研究開発課題のロードマップ

5

フォトニック
ネットワーク技術

新世代ネットワーク
技術 新しい世代のネットワーク

アーキテクチャの確立
100テラビット級コア
ルータの実用化 超低消費電力光ネット

ワークの実用化

全光ル タの
実用化新しい世代のネッ

トワークの実用化



2010 202520202015

重点研究開発課題の研究開発ロードマップ（抄）

全光・超低消費電力
ネットワーク

2010 202520202015

新世代のネットワーク
新世代のネットワーク
アーキテクチャ

全光ルータ

New Generation 
Networks

周囲の電波利用環境に自律的
に適応する コグニティブ無線

高速移動時でもギガビットクラスの
スーパーブロードバンド通信技術 非侵襲でリアルタイムに脳から直に適応する コグニティブ無線 ス パ ブロ ドバンド通信技術

非侵襲でリアルタイムに
脳の状態を計測する技術

非侵襲でリアルタイムに脳から直
接通信するためのインタフェース

スーパーハイビジョン級の超高精細映
像情報の高効率的圧縮アルゴリズム

スーパーハイビジョンの
要素技術 高精細な立体映像・高品質な

立体音響コミュニケーション
高臨場感立体放送

スーパーハイビジョン放送

Universal 
Communications

立体音響コミュニケーション

非常時でも確実に通信できる地上／
衛星共用携帯電話システム

同時翻訳
（五月雨式翻訳）

人間並みに意味理解する翻訳
システム

Security and Safety

衛星共用携帯電話システム
都市大気計測の
プロトタイプ実証

ＣＯ２等を全地球規模で観測する
環境計測技術の実現

悪意のある通信の遮断 次世代暗号 成りすまし対策技術 次々世代暗号技術

状況認識ができるロボット
との対話に基づくサービス

人とロボットの間で自然な
対話とジェスチャ

セキュリティ、環境負荷に
配慮した生活サポート環境
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我が国の国際標準化活動における課題

（参考）国際標準化戦略 ～ＩＣＴ標準化・知財センター～

我が国の国際標準化活動における課題

戦略的な標準化活動

国際標準化に関して、アジア・太平洋産学官が連携して、研究開発・知財戦略

地域連携の強化国際標準化人材の育成

我が国出身のＩＴＵの役職者は多いが、
地域の連携強化が必要と一体となった標準化活動に取り組むこと

が必要

我 国出身 役職者 多 、
若手・中堅層の人材が不足

我が国として人材育成や地域連携を強化しつつ、標準化活動に戦略的に取り組むためには、

ＩＣＴ国際標準化戦略マップの策定
ＩＣＴパテントマップの策定

我が国として人材育成や地域連携を強化しつつ、標準化活動に戦略的に取り組むためには、
その中核として全体を統括するICT標準化・知財センターが必要

標準化エキスパート制度の創設

大学、研究機関の標準化エキス
パートを活用した若手人材育成

国際標準化戦略 ップの策定

・産学官による国際標準化に
関する最新情報の集約・共有
・標準化動向を分析、整理

ＩＣＴパテントマップの策定

・特許ポジションの評価
・未開拓の研究開発分野の発掘
・知財問題への事前対応

アジア・太平洋地域の連携強化

ＩＣＴ標準化・知財センター

ＩＣＴ標準化開発プロジ クトの実施

・アジア内の連携による共同研究
・プロジェクトの展開・提案の促進
・アジア地域の人材育成

アジア 太平洋地域の連携強化

企業の標準化活動の支援

・標準化会議の旅費の支援
・最新情報の利用
・人材育成策の活用

ＩＣＴ標準化開発プロジェクトの実施

産学官一体となったプロジェクト
チームによる実証実験の実施、
国際標準化対応

・プロジェクトの結成
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